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未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

日
時　

２
月
29
日
（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
９
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

大
山
秀
樹
氏
（
吹
田
市
開
業
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

歯
周
病
と
関
連
す
る
全
身
疾
患
を
有
す
る
患
者
へ
の

対
応
―
糖
尿
病
患
者
が
来
院
す
る
歯
科
医
院
を
作
る

た
め
に

大
阪
市
東
部
・
北
部
地
区
講
習
会

日
時　

３
月
１
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

定
員　

１
０
０
人

講
師　

 

木
ノ
本
喜
史
氏
（
大
阪
大
学
歯
学
部
臨
床
教
授
・
吹

田
市
開
業
）

会
費　

会
員
・
ス
タ
ッ
フ
無
料
、
未
入
会
者
１
万
円

感
染
根
管
治
療 R

etreatm
ent

―
感
染
制
御
の
要

点
を
知
る

大
阪
市
西
部
・
南
部
地
区
講
習
会

日
時　

２
月
22
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル　
　

会
費　

無
料

講
師　

 

土
肥
美
智
子
氏
（
国
立
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
メ

デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
副
主
任
）

定
員　

１
０
０
人

女
性
ア
ス
リ
ー
ト
と
健
康

女
性
医
師
・
歯
科
医
師
の
会　

女
性
の
生
き
方
を
見
つ
め
る
講
演
会

期
間　

 

２
月
28
日
（
金
）
〜
３
月
13
日
（
金
）（
日
曜
日
を

除
く
）

時
間
帯　

 

一
人
に
つ
き
２
時
間　

①
10
時
〜 

②
13
時
〜 

③

15
時
〜

会
場　

 

保
険
医
会
館
３
階
会
議
室

担
当  

協
会
医
業
税
理
士
団
税
理
士

会
費　

 

原
則
２
万
円
（
医
業
以
外
の
所
得
や
複
数
人
数
分
の

ご
相
談
は
別
途
費
用
）

※
医
業
以
外
の
所
得
（
譲
渡
等
）
が
あ
る
場
合
は
、
予
約
時

に
必
ず
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
個
別
相
談
会
（
事
前
予
約
制
）

日
時　

２
月
22
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階
会
議
室

講
師　

西
村
博
史
氏
（
協
会
医
業
税
理
士
団
税
理
士
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

50
人

確
定
申
告
直
前
対
策
セ
ミ
ナ
ー

税
務　

３
月
は
休
会

法
律　

３
月
２
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

雇
用　

３
月
19
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談

　

経
済
的
に
苦
し
く
て
受
診

が
途
絶
え
た
患
者
さ
ん
は
い

な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
？
も
っ

と
早
く
か
か
っ
て
い
れ
ば
歯

を
残
せ
た
ケ
ー
ス
は
？

　

日
本
は
国
民
皆
保
険
で
、

貧
し
け
れ
ば
生
活
保
護
も
あ

る
か
ら
、
誰
で
も
医
療
を
受

け
ら
れ
る
―
―
と
い
う
の
は

幻
想
だ
。

　

格
差
と
貧
困
が
広
が
る

中
、
公
的
医
療
保
険
の
加
入

者
で
も
、
自
己
負
担
が
ハ
ー

ド
ル
に
な
っ
て
受
診
し
に
く

い
人
た
ち
が
少
な
く
な
い
。

収
入
が
あ
っ
て
も
借
金
返
済

に
追
わ
れ
て
い
た
り
す
る
。

保
険
料
の
滞
納
が
続
い
て
保

険
証
の
代
わ
り
に
資
格
証
明

書
を
交
付
さ
れ
る
と
、
受
診

時
に
い
っ
た
ん
全
額
負
担
し

な
い
と
い
け
な
い
。
Ｄ
Ｖ
や

虐
待
の
被
害
で
保
険
証
を
使

え
な
い
人
も
い
る
。

　

無
保
険
の
人
も
い
る
。
ホ

ー
ム
レ
ス
状
態
で
住
所
の
な

い
人
、
短
期
滞
在
や
超
過
滞

在
の
外
国
人
、
勤
め
を
辞
め

た
あ
と
国
保
に
入
っ
て
い
な

い
人
、
任
意
継
続
の
保
険
料

が
未
納
の
人
、
刑
務
所
を
出

た
ば
か
り
の
人
、
出
生
の
事

情
で
国
籍
や
戸
籍
が
な
い
人

…
…
。

　

生
活
保
護
に
は
収
入
や
資

産
の
要
件
が
あ
り
、
誰
で
も

使
え
る
わ
け
で
は
な
い
う

え
、
恥
の
意
識
や
窓
口
の
冷

た
い
対
応
も
利
用
を
妨
げ

る
。
災
害
や
失
業
な
ど
に
よ

る
収
入
減
な
ら
国
保
法
44
条

な
ど
に
よ
る
自
己
負
担
の
減

免
を
保
険
者
に
申
請
で
き
る

が
、
恒
常
的
な
低
所
得
者
は

大
半
の
自
治
体
が
対
象
に
し

て
い
な
い
。

　

で
は
ど
う
す
る
か
。
医
療

機
関
の
判
断
で
自
己
負
担
を

ゼ
ロ
ま
た
は
低
額
に
で
き
る

の
が
社
会
福
祉
法
ま
た
は
法

人
税
法
に
よ
る
無
料
低
額
診

療
事
業
だ
。

　

医
療
機
関
か
ら
見
る
と
、

生
活
苦
で
受
診
で
き
な
か
っ

た
人
に
医
療
を
提
供
し
て
人

助
け
が
で
き
る
。
保
険
加
入

の
患
者
な
ら
保
険
給
付
分
の

　

歯
科
の
症
状
と
し
て
は
セ
メ
ン
ト
質
の
形
成
不
全

の
影
響
で
歯
根
膜
を
介
し
た
歯
根
と
歯
槽
骨
の
接
着

が
弱
ま
り
、
１
歳
か
ら
４
歳
ま
で
に
乳
歯
が
歯
根
か

ら
痛
み
も
な
く
脱
落
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
脱
落

を
防
ぐ
根
本
的
な
治
療
法
は
な
く
義
歯
で
対
処
す
る

だ
け
で
す
。
乳
歯
の
早
期
脱
落
は
永
久
歯
の
歯
並
び

や
咬
合
に
影
響
す
る
だ
け
で
な
く
、
咀
嚼
や
話
す
こ

と
、
見
た
目
に
も
影
響
し
ま
す
。

　

永
久
歯
は
生
え
て
き
ま
す
が
、
乳
歯
と
同
じ
よ
う

に
接
着
が
悪
い
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
歯

周
ポ
ケ
ッ
ト
が
深
く
な
り
や
す
く
、
歯
肉
の
炎
症
が

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
歯
が
動
揺
し
た
り
、
軽
い
衝

撃
で
脱
落
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

患
者
の
掘
り
起
こ
し
歯
科
医
に
期
待

　

Ｈ
Ｐ
Ｐ
は
遺
伝
子
疾
患
で
あ
り
、
重
症
度
や
発
症

年
齢
に
幅
が
あ
る
疾
患
で
す
。
患
者
数
は
大
阪
大
学

で
は
20
人
以
上
で
す
が
、
全
国
的
に
は
大
学
病
院
で

も
０
〜
３
人
と
少
数
で
す
。
私
た
ち
は
診
断
さ
れ
て

い
な
い
患
者
が
少
な
く
な
い
と
考
え
て
お
り
、
軽
症

の
患
者
は
数
千
人
に
１
人
は
い
る
と
想
定
し
て
い
ま

す
。
乳
歯
が
早
期
に
抜
け
る
こ
と
か
ら
診
断
に
つ
な

が
る
ケ
ー
ス
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
Ｈ

Ｐ
Ｐ
患
者
を
発
見
す
る
き
っ
か
け
と
し
て
歯
科
医
の

役
割
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
今
、
自
治
体
で
行
う
小
児
の
歯
科
健
診

の
項
目
に
「
乳
歯
の
早
期
脱
落
」
と
い
う
項
目
の
追

加
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
神
戸
市
や
箕
面
市
、
枚

方
市
、
岸
和
田
市
な
ど
で
は
追
加
し
て
も
ら
え
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

一
刻
も
早
く
治
療
法
見
つ
け
た
い

　

潜
在
的
な
患
者
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た

の
は
こ
の
１
、
２
年
で
す
。
研
究
で
は
永
久
歯
で
行

わ
れ
て
い
る
「
歯
周
組
織
再
生
療
法
」
や
類
似
の
方

法
で
乳
歯
の
接
着
を
強
く
す
る
治
療
法
を
考
え
て
い

ま
す
。
今
回
着
手
す
る
第
１
ス
テ
ッ
プ
で
は
患
者
の

乳
歯
か
ら
分
離
し
培
養
し
た
細
胞
に
薬
剤
を
添
加
し

て
活
性
化
す
る
か
を
検
証
し
ま
す
。
引
き
続
い
て
、

臨
床
研
究
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
予
定
で
す
。
第
１
ス

テ
ッ
プ
〜
第
３
ス
テ
ッ
プ
ま
で
、
う
ま
く
い
っ
て
も

５
年
程
の
時
間
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
最
終
的
に

「
歯
と
骨
の
接
着
を
強
く
す
る
治
療
」「
矯
正
治

療
」
と
い
う
治
療
法
の
確
立
を
目
指
し
ま
す
。

　

国
は
国
立
大
学
に
対
す
る
運
営
費
交
付
金
を
削
減

し
て
お
り
、「
何
の
役
に
立
つ
の
か
」、「
お
金
に
な

る
の
か
」
が
優
先
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
患
者
が
少
な
い
」
と
さ
れ
る
低
ホ
ス
フ
ァ
タ
ー
ゼ

症
の
研
究
に
対
し
て
の
資
金
調
達
は
難
し
い
状
況
で

す
。
潜
在
的
な
患
者
の
た
め
に
も
、
一
刻
も
早
く
治

療
法
を
開
発
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

寄
付
の
応
募
は
「
大
阪
大
学
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ

ィ
ン
グ
」
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
検

索
。
問
い
合
わ
せ
は
大
阪
大
学
歯
学
部
小
児
歯
科

（
℡
06
‐
６
８
７
９
‐
２
９
６
２
）
ま
で
。

診
療
報
酬
は
入
る
。
経
営
母

体
が
医
療
法
人
や
社
会
福
祉

法
人
な
ら
固
定
資
産
税
が
減

免
さ
れ
る
。
非
営
利
法
人
な

ら
法
人
税
が
非
課
税
に
な
る

こ
と
も
あ
る
。

　

こ
の
事
業
を
や
っ
て
い
る

医
療
機
関
は
済
生
会
、
民
医

連
、
社
会
福
祉
法
人
、
生
協

が
多
い
が
、
そ
れ
以
外
の
病

院
や
診
療
所
で
も
要
件
を
満

た
せ
ば
、
届
け
出
て
事
業
を

開
始
で
き
る
。
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
の
配
置
が
必
須
要

件
だ
が
、
事
務
職
員
し
か
い

な
い
歯
科
診
療
所
で
も
ク
リ

ア
す
る
方
法
は
あ
り
う
る
。

　

筆
者
も
参
加
す
る
近
畿
無

料
低
額
診
療
事
業
研
究
会
は

２
０
１
６
年
か
ら
実
情
や
課

題
の
研
究
を
進
め
、『
無
料

低
額
診
療
事
業
の
す
べ
て　

役
割
・
実
践
・
実
務
』（
ク

リ
エ
イ
ツ
か
も
が
わ
、
税
別

２
６
０
０
円
）
を
昨
年
10
月

に
出
版
し
た
。
歯
科
を
含
め

た
様
々
な
分
野
で
の
実
践
例

を
紹
介
し
、
事
業
の
要
件
や

実
務
手
続
き
も
詳
し
く
解
説

し
た
。
た
だ
し
、
生
計
の
苦

し
い
人
へ
の
暫
定
的
な
手
当

て
に
と
ど
ま
り
、
生
活
困
窮

者
自
立
支
援
制
度
に
医
療
支

援
が
な
い
な
ど
、
課
題
も
多

い
。

　

３
月
20
日
に
は
大
阪
で
フ

ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
す
る
。
経

済
的
理
由
に
よ
る
受
診
抑
制

に
心
を
痛
め
て
い
る
医
療
・

福
祉
関
係
者
は
、
ぜ
ひ
参
加

し
て
意
見
交
換
し
て
ほ
し

い
。

　

乳
歯
の
早
期
喪
失
な
ど
を
引
き
起
こ
す
難
病
「
低
ホ
ス

フ
ァ
タ
ー
ゼ
症
（
Ｈ
Ｐ
Ｐ
）」
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
歯
科

治
療
法
開
発
に
向
け
、
大
阪
大
学
の
小
児
歯
科
と
矯
正
科

が
共
同
研
究
に
着
手
す
る
。
研
究
資
金
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
集
め
る
。
小

児
歯
科
の
仲
野
和
彦
教
授
に
研
究
に
つ
い
て
聞
い
た
。

なかの・かずひこ
1971年生まれ。96年大阪
大学卒。歯学研究科口腔
科学専攻教授。

特別
インタビュー

乳
歯
脱
落
の
難
病
「
低
ホ
ス
フ
ァ
タ
ー
ゼ
症
」

世
界
に
先
駆
け
治
療
法
開
発
へ

クラウドファンディングで研究費募る

原昌平（ジャーナリスト・精神保健福祉士）

論　

点
生活困窮者に医療を
 保障するには
３
／
20
大
阪
で
フ
ォ
ー
ラ
ム

【
日
時
】
３
月
20
日
／
13
：

10
〜
16
：
30
／
大
阪
産
業
創

造
館
４
階
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

【
申
込
】
▽
名
前
▽
住
所
▽

電
話
番
号
―
を
記
載
の
上
、

０
７
５
―
８
８
２
―
５
８
０

２
へ
Ｆ
Ａ
Ｘ
。

は
ら
・
し
ょ
う
へ
い

　

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
（
元
読

売
新
聞
大
阪
本
社
編
集
委

員
）、
精
神
保
健
福
祉
士
。

大
阪
府
立
大
学
・
立
命
館
大

学
客
員
研
究
員
。

低
ホ
ス
フ
ァ
タ
ー
ゼ
症

　

ア
ル
カ
リ
ホ
ス
フ
ァ
タ

ー
ゼ
と
い
う
酵
素
の
働
き

が
悪
い
た
め
に
起
こ
る
遺

伝
性
の
難
病
。
骨
の
石
灰

化
の
低
下
が
特
徴
で
、
骨

の
発
達
不
全
や
乳
歯
の
早

期
脱
落
、け
い
れ
ん
発
作
、

肺
の
機
能
低
下
な
ど
様
々

な
症
状
が
あ
る
。
重
症
患

者
は
10
万
〜
15
万
人
に
１

人
（
全
国
で
年
間
６
〜
７

人
程
度
出
生
）
と
さ
れ

る
。
近
年
、
酵
素
補
充
療

法
の
開
発
で
重
症
の
乳
幼

児
で
も
生
存
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

下
顎
乳
前
歯
が
脱
落
し
た
２
歳

の
患
者
＝
大
阪
大
学
提
供
＝　


